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10 大 10 大 
平成２５年 境港市の平成２５年 境港市の

☆ＪＲ境港駅前にホテル進出決定

　ＪＲ境港駅前の市有地へホテル立地が決ま

り、市と関係企業で協定を交わしました。ホ

テルは、平成27年5月ごろ開業予定です。

☆第二中学校の新校舎が完成

　改築工事を行っていた第二中学校の新校舎

が完成しました。今後は、旧校舎の解体、テ

ニスコートや駐車場整備等を行います。

☆剥製マンボウ「チョボリン」日本一

　海とくらしの史料館に展示している剥製の

マンボウ（愛称 :チョボリン）が日本一の大

きさと判明しました。

☆定期借地権制度好調（契約数が１００件突破）

　夕日ヶ丘の定期借地権制度が好調で、「境

港市土地開発公社」の外部借入がゼロとなり、

市の財政構造が安定化しました。

( 平成 25 年 12 月 16 日現在 )

※順不同

ニ ュ ー スニ ュ ー ス

☆中野地区物流ターミナル整備事業着工

　境港の港湾機能強化へ向け、中野地区国際

物流ターミナルの工事がスタートしました。

平成28年度の完成を目指します。

☆ＮＨＫのど自慢を開催

　市民会館開館40周年を記念し、ＮＨＫの

ど自慢の公開生放送が市民会館ホールで開催

されました。

平成 25 年に起きた出来事から市民、市職員

の意見を参考に境港市の 10 大ニュースを選

出しました。

特集特集
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☆空の路線が充実し利便性向上

　スカイマークの新規就航、ＡＮＡ東京便の

１日６便化で空の路線が充実し、利便性が向

上しました。更なる観光振興が期待されます。

☆原子力防災訓練を実施（１月、１１月）

　島根原子力発電所の事故を想定した住民参

加の避難訓練を行いました。訓練を踏まえ、

広域住民避難計画を改定していきます。

☆水木しげるロード誕生20周年

　水木しげるロードが誕生20周年を迎え、

記念トークショーなどが行われました。（現

在、ロードの妖怪ブロンズ像は153体）

☆クルーズ客船が相次ぎ境港に寄港

　境港へクルーズ客船がぞくぞくと寄港しま

した。入港・出港の際は、市民らが芸能披露

などのおもてなしを実施しています。

【１月】

◇消防出初式　◇成人式　◇カニ感謝祭　◇ブラスフェスタ

【２月】

◇徳島県鳴門市と災害時応援協定を締結　◇境港市55周年

史を発刊

【３月】

◇境港市の公式ロゴマークが完成(鬼太郎、マグロ、カニの

イラスト )　◇東日本大震災等の教訓を反映し、地域防災計

画を修正　◇津波一時避難所（81カ所）に表示板を設置

【４月】

◇桜まつり　◇民営化した２カ所の保育園（あまりこ、外江）

がオープン　◇境港更生保護サポートセンター開設

【５月】

◇みんなで選ぶ境港の水産加工大賞　◇市民運動会　◇美保

基地航空祭　◇全国植樹祭

【６月】

◇宍道湖・中海一斉清掃　◇市美術展覧会

【７月】

◇まぐろ感謝祭　◇ピアノコンクール　◇妖怪ジャズフェス

ティバル　◇みなと祭　◇ボートレース・ペーロン大会

【８月】

◇ゲゲゲの鬼太郎ゲタ飛ばし大会

【９月】

◇怪フォーラム　◇妖怪そっくりコンテスト

【10月】

◇障がい福祉サービス事業所販売スペース「それいゆduさ

かいみなと」オープン　◇中国・琿
フン

春
チュン

市と友好20周年　◇

水産まつり　◇鬼太郎カップ駅伝

【11月】

◇市表彰式、ダイヤモンド婚・金婚式典　◇さかな・妖怪

ウォーク　◇面谷家住宅が市内初の国登録有形文化財に内定

【12月】

◇読書まつり

【年間】

◇ふるさと納税好調　◇境港沖の美保湾で養殖している「ギ

ンザケ」（境港サーモン）の生産が拡大し、事業化へ　◇中

野港で漁村市を開催

平成２５年の主な出来事平成２５年の主な出来事
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２
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３
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
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確
定
申
告

書
等
作
成
コ
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ー
」
で
所
得
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確
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作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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作
成
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申
告
書
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刷
し
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ま
ま
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で
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ま
す
。

▼
国
税
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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   h
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w
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.n
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/

≪申告に持参するもの≫　  

□ 印章

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付の場合）

□ 所得額が分かるもの

　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人

　　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細が分かるもの

　③事業所得のある人　

　　⇒　収支内訳書、支払調書や収支の分かる帳簿など

□ 控除額が分かるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人

　　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人

　　⇒　健康保険料などの支払い額が分かるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）

　　　控除証明書」の添付が必要です。

　③本人および控除対象配偶者、扶養親族で障害者控除を受ける人

　　⇒　障害者手帳、療育手帳など

　④医療費控除を受ける人（左ページ参照）

　⑤住宅借入金等特別控除を受ける人（左ページ参照）　

【と　き】

　２月３日（月）～３月１７日（月）

　◇午前９時～正午

　◇午後１時～５時

　　（受付は午後４時まで）

　　※土・日・祝日は休み

【ところ】

　市民会館第１会議室（２階）

◎早めの申告を

　確定申告が始まる２月１７日（月）

以降は大変混雑が予想されます。医療

費の集計や明細書の作成など、事前の

準備をして、早めの申告をお願いしま

す。

▼問い合わせ先

◇米子税務署　

　（☎３２－４１２１）

◇税務課市民税係

　（☎４７－１０１７）
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　昨年中に、本人や家族が病気やけがなど

で治療を受けた際に支払った医療費は、右

図の計算方法で、医療費控除として所得か

ら差し引かれます。

◎

対象となる主なもの

◇医師や歯科医師による診療・治療の費用

◇入院費（食事代を含む）

◇治療・療養に必要な医薬品の購入費

◇医師の処方に基づく治療のためのマッサージ、指圧、は

　り、きゅう、柔道整復による施術費

◇主治医の証明を受けた介護用おむつの購入費

◇介護保険サービスを利用した場合の領収書に記載されて

　いる医療費控除相当分（医療費控除対象金額の記載のあ

　る領収書が必要）

◎

対象とならない主なもの

◇インフルエンザ等の予防接種の費用

◇美容整形の費用

◇疾病予防、健康増進のための医薬品の購入費

◇通院のための自動車のガソリン代、駐車料金

▲

必要な書類

◇医療費の領収書

◇保険金等で補てんされる金額の分かるもの

※寝たきり等で介護用おむつの購入費を申告する場合は、

「おむつ使用証明書」も必要です。

▲
申告の際の注意

　医療費控除を受けるには、治療を受けた人ごとの病院別

に集計した明細書（様式は問いません）が必要です。

　明細書を記入する際は、保険金などで補てんされる金額

を忘れずに記入してください。まだ受け取っていない保険

金などがある場合は、予定額を記入してください。

医療費控除

　住宅ローン等を利用して住宅を新築や購入、増改築など

をした場合、次の要件をすべて満たすと、住宅借入金等特

別控除を受けることができます。

▲

要件

◇住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き入居している

◇床面積が５０平方㍍以上の家屋

◇家屋の床面積の２分の１以上を自分が住むために使用し

　ている

◇新築等のための返済期間が１０年以上となる借入金（家屋

　とともに取得した住宅敷地用土地の借入金も含む）がある

◇合計所得金額が３千万円以下の人

◇入居した年または前後２年以内の間に「居住用財産の譲

　渡所得の課税の特例」などの特例を受けていない

◇増改築などの工事の場合、工事費用が１００万円を超え

　るもの

▲

必要な書類

◇住民票の写し（原本）

◇家屋、土地（家屋とともに土地を取得した場合）の登記簿

　謄本

◇借入金の年末残高等証明書

◇請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床面積・

　取得価格が分かる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し

◇増改築の場合は、建築確認済証・検査済証の写しまたは

　建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書

住宅借入金等特別控除

◎住宅に関するその他の特別控除

　次の控除を受ける場合は左記要件と異なるものがあ

りますので、事前に米子税務署で要件や必要書類等を

ご確認ください。

◇バリアフリー改修工事、省エネ改修工事に係る特定

　増改築等住宅借入金等特別控除

◇認定長期優良住宅、認定低炭素住宅の新築等に係る

　借入金等特別控除

◇住宅耐震改修特別控除

◇住宅特定改修特別税額控除

◇認定長期優良住宅新築等特別税額控除

◎市・県民税の住宅借入金等特別税額控除

　平成11年 1月 1日から18年 12月 31日、21年

1月1日から25年12月31日までの間に居住し、所

得税の住宅借入金等特別控除を受けた人で、所得税か

ら控除しきれなかった金額がある場合は、次のいずれ

かのうち少額のものが翌年度の市・県民税に住宅借入

金等特別控除として適用されます。

◇所得税の住宅借入金等特別控除可能額のうち所得税

　から控除しきれなかった額

◇所得税の課税総所得金額等の額の５％

　（最高97,500円）

平成25年中

に支払った

医療費

保険金などで補

てんされる金額

（※１）

10万円または

所得金額の５％

（少ない額）

医療費控除額

（最高200万円）

※１．健康保険などから支給を受ける高額療養費や出産育児一時金、

　　　生命保険の医療保険金や入院給付金など

計算方法

－ ＝－
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成
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す
。
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主
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市
税
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で
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却
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収
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し
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予
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ま
た
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に
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は
、

年
度
末
に
交
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が
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定
す
る
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付
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発
し
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お
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自
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に
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比
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減
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さ
れ
る
こ
と
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懸
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さ
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す
が
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地
方
交
付
税
総
額
は
予
算

額
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
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え

て
お
り
ま
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。

　

こ
れ
ら
一
般
財
源
に
、
国
庫
支
出
金

な
ど
の
歳
出
に
連
動
す
る
特
定
財
源
を

加
え
た
歳
入
総
額
は
、
予
算
に
見
合
う

額
を
確
保
で
き
る
も
の
と
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込
ん
で
お

り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
緊
急

経
済
対
策
に
伴
い
平
成
25
年
３
月
に
平

成
24
年
度
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
繰

り
越
し
ま
し
た
事
業
を
含
め
、
予
定
し

て
お
り
ま
す
諸
事
業
は
、
概
ね
順
調
に

実
施
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
予
算
編
成
方
針

　

現
在
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
借
金

は
１
千
兆
円
を
超
え
、
増
大
し
続
け
る

社
会
保
障
関
係
経
費
の
負
担
は
将
来
世

代
に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
構
造
を
抜
本
的
に

改
善
す
る
た
め
、
国
は
社
会
保
障
の
充

実
・
安
定
化
と
財
政
健
全
化
の
同
時
実

現
を
目
指
し
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
を

柱
と
し
た
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
改
革
に
よ
る
地
方
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で

あ
り
ま
す
が
、
借
金
が
増
え
続
け
る
国

の
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
地
方
に
と
っ

て
は
厳
し
い
も
の
と
予
想
さ
れ
、
規
律

あ
る
財
政
運
営
を
し
て
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
を
見
ま
す
と
、
全

国
に
先
駆
け
て
平
成
15
年
度
よ
り
本
格

的
な
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、
以
来
、

規
律
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
成
果
と
し

て
、
市
債
残
高
の
大
幅
な
縮
減
を
は
じ

め
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指
標
は
い

ず
れ
も
好
転
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

積
み
増
し
た
基
金
を
土
地
開
発
公
社
に

無
利
子
貸
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
有
利
子
負
債
を
解
消

す
る
な
ど
、
一
時
期
の
危
機
的
状
況
か

ら
脱
し
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
目
指
し
て

き
ま
し
た
自
立
・
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
は
、
整
い
つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や

公
共
施
設
の
耐
震
化
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

改
修
な
ど
大
規
模
投
資
事
業
が
集
中
す

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
堅
持
や
喫
緊

課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
最
大
限
の
努

力
を
払
う
と
と
も
に
、
市
債
借
入
お
よ

び
基
金
取
り
崩
し
の
抑
制
、
ま
た
、
引

き
続
き
歳
出
に
お
け
る
削
減
努
力
を
継

続
す
る
な
ど
、
現
状
の
歳
入
に
見
合
う

歳
出
規
模
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

連
携
強
化
に
よ
る
一
体
的
発
展

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
、
圏
域
が
一

体
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と

し
て
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
産
業
・
観
光
・

環
境
の
３
分
野
を
中
心
に
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
環
日
本
海

国
際
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
支
援
や
ロ
シ
ア

で
事
業
展
開
す
る
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト

に
加
え
、
新
た
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

市
で
圏
域
の
物
産
展
を
開
催
し
た
ほ
か
、

ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
時
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
の
実
施
、
圏
域
内
企
業
情
報
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
マ
イ
カ
ー
観
光
客
を

対
象
に
し
た
周
遊
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
圏
域
の
発
展
の
た
め
に

は
、
経
済
界
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会
と
、
圏
域
振
興

に
向
け
た
行
政
と
経
済
界
と
の
連
携
方

策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
支
援
事
業
と
し
て
、
本

市
、
松
江
市
、
安
来
市
の
３
市
で
、
独

身
者
同
士
の
交
流
会
を
、
８
月
に
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度

は
、
出
雲
市
と
米
子
市
も
加
え
た
圏
域

全
体
で
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
市
の
雇
用
対
策
担
当
課

が
集
ま
り
、
大
学
生
の
地
元
就
職
を
促

進
す
る
た
め
の
一
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
な
ど
、
市
長
会
の

直
営
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
様
々
な
分
野

で
の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
、
圏
域
の
一

体
的
発
展
に
向
け
た
連
携
基
盤
が
整
い

つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
平
成

25
年
１
月
か
ら
10
月
末
ま
で
に
境
港
・

東ト
ン
ヘ海

間
を
40
往
復
運
航
し
、
旅
客
の
利

用
は
延
べ
２
万
１
千
人
余
で
、
こ
れ
は

前
年
同
期
の
95
％
で
あ
り
ま
す
。

　

境
港
を
発
着
と
す
る
貨
物
の
取
り
扱

い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
千
３
百
ト
ン

余
で
、
前
年
同
期
の
87
％
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
貨
物
減
少
の
要
因
は
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
終

了
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
特
需
分
が
減
少

し
た
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
運
航
会
社

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
定

時
性
・
高
速
性
と
い
う
強
み
を
生
か
し
、

中
国
東
北
部
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新

た
な
物
流
ル
ー
ト
の
開
拓
を
進
め
る
な

 
月
定
例
市
議
会
報
告

　

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
か
ら
市
政
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
「
平
成
24
年
度
一
般
・
特
別
会
計
の
決
算
関
係
議
案
」
に
つ
い

て
も
、
決
算
審
査
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
を
受
け
、
す
べ
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
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ど
、
航
路
の
安
定
化
に
向
け
、
努
力
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
に
お

い
て
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市

長
会
が
物
産
展
を
開
催
し
、
圏
域
の
物

産
品
・
文
化
・
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と

と
も
に
、
ロ
シ
ア
市
場
に
関
心
の
あ
る

事
業
者
の
販
路
開
拓
を
支
援
し
、
本
航

路
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
と
な
る
こ
の
取
り
組

み
に
は
境
港
物
産
振
興
会
を
含
む
圏
域

企
業
等
７
団
体
が
参
加
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

11
月
に
は
境
さ
か
い
こ
う港

貿
易
振
興
会
主
催

に
よ
る
境
港
利
用
促
進
懇
談
会
が
松
江

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
圏
域
を
中
心
と
し
た
企
業
経

営
者
な
ど
約
70
人
の
参
加
が
あ
り
、
境

港
利
用
の
実
例
や
利
用
助
成
制
度
な
ど

を
紹
介
し
境
港
利
用
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
中
国
琿
フ
ン
チ
ュ
ン春

市
と
の
友
好
都

市
提
携
20
周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
行
政
、
市
議
会
、
経
済
界
、
市

民
団
体
の
代
表
者
11
人
で
琿
春
市
を
訪

問
し
、
琿
春
市
役
所
で
行
わ
れ
た
記
念

式
典
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
20
年
に
渡
る
様
々
な
交
流
の

歴
史
を
パ
ネ
ル
写
真
展
で
振
り
返
り
、

式
典
で
は
、
今
後
も
さ
ら
な
る
両
市
の

発
展
と
20
年
間
積
み
重
ね
て
き
た
友
情

の
礎
を
よ
り
強
固
な
も
の
へ
と
育
み
、

末
永
く
友
好
交
流
を
続
け
る
こ
と
を
確

認
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
訪
問
で
は
琿
春
市
の

企
業
と
境
港
を
利
用
し
た
貨
物
輸
送
の

可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
も
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
観
光
入
込
客

数
は
、
遷
宮
に
よ
る
好
調
な
人
出
が
続

く
出
雲
大
社
の
効
果
等
も
あ
り
、
平
成

24
年
の
２
７
０
万
人
を
上
回
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、
水
木
し
げ

る
記
念
館
の
入
館
者
数
に
つ
き
ま
し
て

も
好
調
に
推
移
し
、
前
年
を
上
回
っ
て

お
り
ま
す
。

　

９
月
15
日
に
は
、
妖
怪
文
化
の
普
及

に
貢
献
し
た
地
域
と
し
て
怪
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
る
地
域
の
あ
る
鳥
取
県
、

岩
手
県
、
徳
島
県
の
主
催
に
よ
る
怪
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

水
木
し
げ
る
先
生
も
飛
び
入
り
参
加
し

た
３
県
合
同
に
よ
る
妖
怪
大
行
進
や
妖

怪
大
談
義
な
ど
、
妖
怪
一
色
で
盛
り
上

が
り
、
全
国
に
向
け
、
力
強
く
妖
怪
文

化
を
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
回

数
は
、
11
月
末
現
在
で
17
回
を
数
え
、

国
内
外
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客

様
も
１
万
人
の
大
台
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
は
、
前
年
を
上
回
る
30
回

程
度
の
寄
港
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
、
境
さ
か
い
こ
う港

管
理
組
合
を
は
じ
め
、

山
陰
両
県
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
市
長
会
な
ど
の
関
係
者
と
一
丸
と
な

り
、
さ
ら
な
る
お
も
て
な
し
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
き
ま
し
て
は
、

12
月
20
日
に
ス
カ
イ
マ
ー
ク
株
式
会
社

に
よ
る
神
戸
、
成
田
、
茨
城
へ
の
３
路

線
が
就
航
し
、
ま
た
、
平
成
26
年
秋
の

羽
田
、
那
覇
、
新
千
歳
へ
の
就
航
計
画

も
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
路
線
の
開
設
に
よ
り
、
市
民

を
は
じ
め
圏
域
の
住
民
の
利
便
性
が
飛

躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

新
た
に
結
ば
れ
た
地
域
と
の
相
互
交
流

が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

路
線
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
、

既
存
の
路
線
と
あ
わ
せ
、
米
子
鬼
太
郎

空
港
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水

産

業

　

境
漁
港
に
お
け
る
水
揚
量
は
、
ま
き

網
漁
業
の
主
要
魚
種
で
あ
る
ア
ジ
や
資

源
の
回
復
傾
向
に
あ
る
イ
ワ
シ
類
の
豊

漁
に
よ
り
、
前
年
よ
り
１
カ
月
早
い
10

月
下
旬
に
、
10
万
ト
ン
を
突
破
し
ま
し

た
。
一
日
に
千
ト
ン
以
上
水
揚
げ
さ
れ

た
大
漁
日
も
11
月
末
現
在
で
30
回
と
前

年
の
17
回
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

水
揚
量
・
水
揚
金
額
と
も
に
前
年
同
期

と
比
べ
、
10
％
程
度
増
加
し
好
調
な
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

美
保
湾
で
「
育
て
る
漁
業
」
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
ギ
ン
ザ
ケ
の
海
面

養
殖
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
化
に
向

け
た
試
験
を
終
え
、
平
成
26
年
か
ら
商

業
ベ
ー
ス
で
の
出
荷
を
始
め
ら
れ
、
生

産
量
の
目
標
を
平
成
26
年
は
８
百
ト
ン
、

平
成
27
年
は
１
千
ト
ン
に
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

美
保
湾
地
域
栽
培
漁
業
推
進
協
議
会

に
よ
る
ヒ
ラ
メ
の
試
験
放
流
に
つ
き
ま

し
て
も
、
効
果
の
検
証
で
は
概
ね
好
結

果
が
出
て
お
り
、
本
格
的
な
事
業
再
開

に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
25
年
３
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
、
さ
か
い
み
な
と
漁
港
・
市
場
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
境
漁
港
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
衛
生
管
理
上
の
問

題
点
の
抽
出
や
対
策
等
に
つ
い
て
、
関

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現
地
調
査
が

水
産
庁
直
轄
で
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

地
元
の
、
さ
か
い
み
な
と
漁
港
・
市
場

活
性
化
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
高

度
衛
生
管
理
型
市
場
の
先
進
地
で
あ
る

高
知
県
宿す
く
も毛

漁
港
、
愛
媛
県
八
幡
浜
漁

港
の
視
察
を
行
う
な
ど
、
基
本
計
画
策

定
に
向
け
諸
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
７
日
、
阪
神
競
馬
場
で

行
わ
れ
た
境
港
特
別
レ
ー
ス
に
あ
わ
せ

て
２
日
間
開
催
さ
れ
た
境
港
市
観
光
物

産
展
に
お
い
て
、
第
５
回
境
港
市
水
産

加
工
大
賞
を
受
賞
し
た
イ
カ
カ
ツ
を
販

売
し
、
境
港
の
食
を
関
西
方
面
に
広
く

情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
育
て
支
援
と
連

携
し
た
魚
食
普
及
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
園
児
た
ち
が
境
漁
港
の
見
学

を
行
う
、
お
さ
か
な
探
検
事
業
や
、
実

際
に
魚
を
捌
く
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
キ
ッ
チ

ン
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
、
魚
に
親
し

み
、
直
接
触
れ
る
体
験
を
通
じ
た
食
育

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農

業

　

本
市
の
特
産
で
あ
り
ま
す
白
ね
ぎ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
弓
浜
地
域
の
特
産
作

物
の
生
産
量
回
復
に
向
け
、
総
合
的
な

対
策
を
実
施
す
る
弓
浜
農
業
未
来
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
り
、
栽
培

面
積
の
拡
大
を
目
指
す
農
家
を
対
象
に

農
業
機
械
の
導
入
経
費
に
対
し
て
、
鳥

取
県
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
中
に
は
鳥
取
西
部
農

業
協
同
組
合
が
栽
培
農
家
か
ら
強
い
要

望
の
あ
っ
た
白
ね
ぎ
の
皮
む
き
か
ら
箱

詰
ま
で
の
作
業
を
請
け
負
う
出
荷
施
設

を
市
内
に
設
置
す
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
本
市
農
業
の
基
幹
作
物

で
あ
る
白
ね
ぎ
の
振
興
に
つ
い
て
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伯
州
綿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

は
２
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
、
収
穫
の
最
中
で
あ
り

ま
す
が
、
目
標
の
収
穫
量
２
千
キ
ロ
グ

ラ
ム
は
達
成
で
き
る
見
込
み
で
す
。
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伯
州
綿
製
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
支
援
策
と
し
て
新
生
児
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
「
お
く
る
み
」
や
産
婦

人
科
医
院
か
ら
受
注
し
て
い
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
製
品
の
ほ
か
、
弓
浜
絣
の
柄
に
ち

な
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
の
お
く
る
み
等
を
販

売
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
帆
布
バ

ッ
グ
な
ど
の
新
し
い
製
品
に
つ
い
て
も

試
作
、
販
売
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伯
州
綿
に
つ
い
て
幅
広
く
意

見
交
換
、
議
論
す
る
場
と
し
て
８
月
に

連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
伯
州
綿
を

伝
統
的
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
官
民

で
守
り
、
次
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
広
く
、
市
内
外
の
人
に

支
え
て
い
た
だ
く
応
援
団
と
し
て
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
や
綿
収
穫
体
験
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

商

工

業

　

商
工
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

内
の
水
産
加
工
会
社
に
よ
る
新
工
場
の

設
立
や
印
刷
会
社
に
よ
る
最
新
機
械
の

導
入
、
木
材
加
工
会
社
に
よ
る
工
場
設

備
の
増
設
な
ど
活
発
な
動
き
が
見
ら
れ
、

新
た
な
設
備
投
資
が
地
域
経
済
に
活
力

を
与
え
、
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の

と
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市

の
支
援
措
置
や
港
湾
・
空
港
な
ど
の
資

源
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
鳥
取
県
な
ど

の
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
雇
用
状
況
を
ふ
ま
え
、

鳥
取
県
雇
用
創
造
協
議
会
が
行
う
人
材

研
修
、
境
港
商
工
会
議
所
へ
の
高
校
新

卒
予
定
者
に
対
す
る
求
人
要
請
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
協
調
し
た
境
港
地
区
雇
用

対
策
推
進
協
議
会
や
、
さ
か
な
と
鬼
太

郎
の
ま
ち
合
同
就
職
面
接
会
の
開
催
な

ど
、
求
職
者
の
就
職
に
結
び
つ
く
よ
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
に
建
設
さ
れ
る
ホ
テ

ル
・
ラ
ビ
ス
タ
境
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、

９
月
に
用
地
の
平
面
測
量
や
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
終
え
ら
れ
る
等
、
１
月
の
着

工
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
ら
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
歩
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
よ
り
下
水
道
工
事
が
終
了
し
た
箇
所

か
ら
順
次
段
差
解
消
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
い
く
計
画
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
堀
東
京
大
学
教

授
の
提
言
や
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
に
ホ
テ
ル

の
進
出
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
歩
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
だ
け
で
は
な
く
観

光
客
の
視
点
に
立
っ
た
ロ
ー
ド
全
体
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
関
係
者
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
早
急
に
検
討
を

進
め
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
に
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

事

業

　

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
計
画
の
一
環

と
し
て
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
中
海

護
岸
整
備
事
業
の
う
ち
、
短
期
整
備
箇

所
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
渡
漁

港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
産
庁
と
の
協

議
が
整
い
、
漁
港
の
移
設
工
事
が
平
成

26
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
本
格
化
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
未
着
手
で
あ
り

ま
し
た
外
江
貯
木
場
に
つ
き
ま
し
て
も
、

開
口
部
を
締
め
切
る
こ
と
に
つ
い
て
所

有
者
と
合
意
し
、
本
年
度
中
の
工
事
着

手
の
見
通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
短
期
整
備
箇

所
は
す
べ
て
整
備
の
目
途
が
立
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
残
り
の
整
備

が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
も
早
期
に
工

事
着
手
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

境
港
に
お
け
る
み
な
と
を
核
と
し
た

官
民
連
携
事
業
の
第
３
回
検
討
委
員
会

が
11
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
竹
内
南
地
区

の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
中
心
と
し
た

賑
わ
い
づ
く
り
の
方
策
と
防
災
拠
点
機

能
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

賑
わ
い
づ
く
り
と
し
て
、
新
た
な
交

流
施
設
と
な
る
水
族
館
等
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
施
設
や
商
業
施
設
が
提
案
さ
れ

る
と
と
も
に
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
や
周

辺
集
客
施
設
と
の
連
携
、
周
辺
地
域
と

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
面
で
は
、
夢
み
な
と
緑
地
の
活

用
や
、
船
舶
に
よ
る
避
難
お
よ
び
海
上

貨
物
輸
送
の
確
保
の
面
か
ら
、
岸
壁
や

臨
港
道
路
の
耐
震
化
に
よ
る
整
備
が
必

要
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
２
月
の
検
討
委
員
会
を
経
て
、

年
度
末
に
基
本
計
画
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
よ
り
中
野
地
区
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
が
、
平
成
28

年
度
の
完
成
に
向
け
て
本
格
的
に
工
事

着
手
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
近

年
、
貨
物
量
の
増
加
や
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
寄
港
が
相
次
ぎ
、
岸
壁
や
ふ
頭
用
地

の
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た

が
、
３
万
ト
ン
級
の
大
型
船
が
接
岸
で

き
る
岸
壁
と
９
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ふ

頭
用
地
の
整
備
に
よ
り
、
格
段
に
港
湾

機
能
が
強
化
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

防

災

対

策

　

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
取
県
お
よ
び
米
子
市
と
と
も
に
11
月

１
日
に
島
根
県
知
事
に
対
し
、
原
子
力

発
電
所
に
関
す
る
重
要
な
判
断
や
回
答

を
国
ま
た
は
中
国
電
力
に
行
う
際
に
は
、

鳥
取
県
側
の
意
見
等
を
反
映
す
る
よ
う

申
入
れ
を
行
い
、
11
月
７
日
に
こ
れ
に

沿
う
形
の
覚
書
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

11
月
21
日
に
は
、
中
国
電
力
よ
り
、

島
根
原
発
の
新
規
制
基
準
適
合
審
査
申

請
に
つ
い
て
、
安
全
協
定
に
基
づ
く
事

前
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に

つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
取
県
お
よ
び
米
子

市
と
連
携
し
、
適
切
に
対
処
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
と
10
日
に
は
、
鳥

取
、
島
根
両
県
を
含
む
２
県
６
市
で
原

子
力
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
日
の
訓
練
で
は
、
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
拠
点
で
あ
る

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
と
２
県
６
市
の

災
害
対
策
本
部
、
原
子
力
規
制
庁
を
テ

レ
ビ
会
議
で
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応

状
況
な
ど
の
情
報
共
有
や
連
携
、
初
動

対
応
の
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。　

　

10
日
の
訓
練
で
は
、
平
成
25
年
３
月

に
策
定
し
た
広
域
住
民
避
難
計
画
の
検

証
、
鉄
道
や
船
舶
な
ど
多
様
な
手
段
を

用
い
た
住
民
避
難
訓
練
等
を
行
い
、
市

内
全
地
区
か
ら
１
４
４
人
の
参
加
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
訓
練
で
の
課
題
等
を
分
析
し
、

広
域
住
民
避
難
計
画
を
よ
り
実
効
性
の

高
い
も
の
に
順
次
見
直
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
９
月
22
日
に
東
日
本
大
震
災
で

「
釜
石
の
奇
跡
」
を
導
い
た
群
馬
大
学

の
片か
た
だ
と
し
た
か

田
敏
孝
教
授
を
講
師
に
迎
え
、「
想

定
外
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
防
災
教

育
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
約
４
０
０
人
の
参
加

が
あ
り
、
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
の
行

動
を
学
び
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
自
主
防
災
組
織
で
防

災
に
関
す
る
講
演
会
や
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
の
運
動
会
で
も
防
災
に
関

す
る
競
技
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
防
災
に
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対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
11
月
30
日
に
、
西
部
地

区
に
お
き
ま
し
て
、
鳥
取
県
自
主
防
災

訓
練
大
会
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
も
12

団
体
の
自
主
防
災
組
織
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
代
表
１
団
体
が
活
動
内
容
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
自
主
防

災
組
織
の
育
成
、
組
織
率
拡
大
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教

育

環

境

の

整

備

　

第
二
中
学
校
の
改
築
に
つ
き
ま
し
て

は
、
工
事
が
順
調
に
進
み
予
定
通
り
９

月
に
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
引
っ

越
し
作
業
も
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
無
事
終
了
し
、
９
月

27
日
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
典
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
や
関
係
者
と
と
も
に
新
校
舎

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
市
民
の
山
の

杉
材
を
内
装
に
用
い
た
温
も
り
あ
ふ
れ

る
こ
の
校
舎
で
、
生
徒
た
ち
が
充
実
し

た
中
学
校
生
活
を
送
り
、
健
や
か
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

旧
校
舎
の
解
体
の
後
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
整
備
や
外
構
工
事
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
に
着
手
し
た
第
三
中

学
校
の
冷
暖
房
設
備
改
修
に
つ
き
ま
し

て
も
11
月
に
工
事
を
終
え
、
年
次
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
小
中
学
校
の
耐

震
改
修
と
冷
暖
房
改
修
は
全
校
完
了
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
27
年
２
学
期
の
稼
働
に
向
け
鋭
意

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

社

会

教

育

　

境
港
市
出
身
の
写
真
家
・
植
田
正
治

氏
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
、
海
と
く
ら

し
の
史
料
館
に
お
い
て
10
月
23
日
か
ら

11
月
25
日
ま
で
、「
植
田
正
治
と
境
港
」

と
題
し
た
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

植
田
氏
が
制
作
し
た
境
港
ゆ
か
り
の
作

品
や
、
昭
和
初
期
の
境
港
の
様
子
を
写

し
た
写
真
、
台
場
公
園
の
運
動
会
の
映

像
な
ど
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
楽

し
み
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
し
た
日
韓
ロ
国
際
交
流

第
13
回
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境
港
駅
伝
競
走

大
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
３
大
会
続
け

て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
韓
国
お
よ
び

ロ
シ
ア
か
ら
の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
境
港
お
よ
び
米
子
市
に
在
住

す
る
韓
国
人
・
ロ
シ
ア
人
の
有
志
の
皆

さ
ん
に
よ
る
国
際
色
豊
か
な
郷
土
料
理

の
振
る
舞
い
に
よ
り
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
境
公
民
館
の
工
事
が
完
了
し
、

10
月
下
旬
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
施

設
で
、
に
ぎ
や
か
に
公
民
館
ま
つ
り
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
残
る
公
民
館

に
つ
き
ま
し
て
も
、
年
次
的
に
耐
震
対

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

　

か
ね
て
か
ら
社
会
福
祉
法
人
こ
う
ほ

う
え
ん
に
お
い
て
上
道
町
の
新
さ
か
い

幸
朋
苑
南
側
に
建
設
中
で
し
た
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
み
な
と
幸
朋

苑
が
完
成
し
、
11
月
１
日
か
ら
運
営
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
新
た
に
整
備
す
る
施
設
と
し
て
計
画

し
て
い
た
こ
の
施
設
は
、
定
員
29
人
、

全
室
個
室
で
、
10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
ケ
ア
を
行
う
入
所
施
設
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
短
期
間
泊
ま
り
込
み
で

高
齢
者
を
預
か
る
短
期
入
所
生
活
介
護

の
た
め
の
10
室
を
併
設
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　

　

こ
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
併
せ
持
つ
介
護
施
設
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
社
会
資
源
を
一

層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
人
口
が
増
大
す

る
将
来
を
見
据
え
、
高
齢
者
が
た
と
え

介
護
等
を
要
す
る
状
態
と
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
を
は
じ
め
、

介
護
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
内
で
医
療
・
介
護
・

地
域
福
祉
に
関
わ
っ
て
い
る
組
織
や
団

体
と
と
も
に
、
全
市
的
に
包
括
ケ
ア
を

実
践
し
て
い
く
た
め
の
、
言
わ
ば
実
行

委
員
会
的
な
組
織
と
し
て
境
港
市
包
括

ケ
ア
推
進
協
議
会
を
12
月
に
設
立
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
代
表
者
会
議
の
ほ
か

実
務
者
会
議
を
置
き
、
各
団
体
同
士
の

よ
り
強
い
連
携
の
も
と
、
地
域
の
課
題

を
共
有
の
う
え
、
今
後
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
サ
ー
ビ
ス
や
、
新
た
な
連
携
の

方
策
な
ど
、
具
体
的
に
検
討
し
な
が
ら

前
進
し
て
い
け
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

専

決

処

分

の

承

認

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算

　

８
月
29
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
下
ノ
川
雨
水
幹
線
水
路
壁
の
災
害

復
旧
工
事
に
伴
う
下
水
道
事
業
費
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
６
万
３
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
５
９
億
７
６
１
３

万
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

災
害
復
旧
費
１
０
３
８
万
８
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
18
億
５
０
５
０

万
円
と
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
人
件
費
】

　

10
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
職
員
の
給

与
カ
ッ
ト
や
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得

な
ど
に
よ
り
、
合
わ
せ
て
３
１
６
６
万

円
余
を
減
額
。

【
総
務
費
】

　

国
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
に
よ
り

措
置
さ
れ
た
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

の
追
加
配
分
額
お
よ
び
そ
の
運
用
収
入

の
境
港
市
地
域
活
性
化
基
金
へ
の
積
立

金
４
億
４
５
２
８
万
円
余
、
夕
日
ケ
丘

地
区
の
定
期
借
地
契
約
の
締
結
に
伴
う

境
港
市
土
地
開
発
公
社
等
か
ら
の
土
地

購
入
費
１
億
４
５
７
０
万
円
余
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
対
応
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
８
７
２
万
円

余
、
公
立
保
育
所
運
営
費
と
し
て
、
保

育
に
支
援
を
必
要
と
す
る
園
児
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
に
伴
う
臨
時
職
員
の
賃

金
９
７
４
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

【
衛
生
費
】

　

補
助
金
申
請
件
数
の
増
加
に
伴
う
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

２
６
７
万
円
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

一
般
社
団
法
人
境
港
水
産
加
工
汚
水

処
理
公
社
か
ら
の
指
定
寄
附
を
受
け
て
、

境
港
水
産
加
工
汚
水
処
理
場
整
備
基
金

へ
の
積
立
金
５
０
０
万
円
を
増
額
。
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【
商
工
費
】

　

鳥
取
県
の
ま
ん
が
王
国
と
っ
と
り
国

家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
て
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
と
し
て
妖
怪

の
家
を
設
置
す
る
経
費
２
４
８
万
円
余

を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
３
６
５
万
円
余
、
修
繕
箇
所
の
増
加

に
伴
う
市
営
住
宅
修
繕
料
１
６
８
万
円

余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

学
校
給
食
事
業
と
し
て
、
嘱
託
職
員

の
退
職
に
伴
う
代
替
臨
時
職
員
の
賃
金

等
２
４
５
万
円
余
、
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
向
け
て
施
設
整

備
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る
助
成
金
８

４
６
８
万
円
余
を
増
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、
基
金

繰
入
金
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
５
３
３
０
万
４
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
６
７
億
２
９
４
３
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
対
応

シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
お
よ
び
認
定
こ
ど

も
園
設
置
促
進
事
業
補
助
金
の
２
事
業

に
つ
い
て
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算
を

繰
り
越
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

日
曜
休
日
応
急
診
療
所
お
よ
び
市
民

会
館
や
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の
文
化
施
設

の
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
と
協
定
を
締
結
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
追
加
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正

予
算

　

支
給
対
象
者
の
増
加
に
伴
う
出
産
育

児
一
時
金
２
５
２
万
円
を
増
額
す
る
な

ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
２
８
万
３

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
44
億
６

５
３
８
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
２
２

８
万
円
余
の
ほ
か
、
本
年
度
に
納
付
す

る
消
費
税
額
お
よ
び
地
方
消
費
税
額
の

確
定
に
伴
う
公
課
費
１
３
７
万
円
を
増

額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
５
万

２
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
18
億

５
４
１
５
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
生
活
状

況
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
把
握
す

る
調
査
経
費
３
４
９
万
円
余
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
33
億
３
６
９
８
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
消
費
税
率
等
の
引
き
上
げ
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
を
合
わ
せ
た
税
率

が
、
５
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
８
パ
ー
セ
ン

ト
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設

の
使
用
料
等
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

定
年
前
の
早
期
退
職
希
望
者
を
募
集

す
る
制
度
を
導
入
し
、
対
象
者
を
45
歳

以
上
、
勤
続
年
数
20
年
以
上
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
割
増
率
の
改
正
等
を
行
い

ま
し
た
。

■
境
港
市
地
域
活
性
化
基
金
条
例
の
制
定

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
創
出
を
目
的
と
し
た
事

業
の
財
源
と
す
る
た
め
、
新
た
に
基
金

を
設
置
し
ま
し
た
。

■
さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
条
例
の
一
部

改
正

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

等
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
一
部

料
金
を
引
き
上
げ
ま
す
が
、
こ
れ
と
あ

わ
せ
、
以
前
設
定
し
て
い
ま
し
た
よ
う

に
70
歳
以
上
の
人
へ
の
優
遇
措
置
を
復

元
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
居

住
用
資
産
の
譲
渡
に
関
し
て
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
を
対
象
と
し
た
特
例

に
つ
い
て
、
被
災
者
の
相
続
人
も
対
象

と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

上
道
団
地
に
あ
る
中
堅
所
得
者
向
け

の
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
、
同
居
親
族
の

要
件
を
見
直
し
、
入
居
対
象
者
の
範
囲

を
拡
大
し
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

境
港
市
民
会
館
、
境
港
市
文
化
ホ
ー

ル
お
よ
び
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
の
指

定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
一
般
財
団
法

人
境
港
市
文
化
振
興
財
団
が
、
平
成
26

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
指
定
期
間
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
同
財
団

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　

境
港
日
曜
休
日
応
急
診
療
所
の
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
境
港
医
師
協
会

が
、
平
成
26
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
指

定
期
間
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
同
協
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
し
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

渡
邉
俊と
し
ひ
ろ

裕
さ
ん
を
選
任

■
人
権
擁
護
委
員
に
永
見
和
子
さ
ん
と

小こ
な
だ灘

惠
美
子
さ
ん
を
推
薦

議

員

提

出

議

案

■
境
港
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定

陳

情

の

審

議

結

果

■
採　

択

◇
島
根
原
発
の
再
稼
働
に
対
す
る
慎
重

　

な
判
断
を
求
め
る
陳
情

■
趣
旨
採
択

◇
原
子
炉
の
再
稼
働
に
反
対
し
、
原
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島
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催
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す
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情
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島
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安
全
審
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対
す
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よ
う

　

求
め
る
陳
情

１２月定例市議会報告

境港市議会基本条例が制定されました
　議会活動の活性化を図り、市民が希望を持ち、安心して暮らせ

るまちづくりに寄与することを目的として、議会の基本理念、議

会や議員に関する基本事項等を定めた条例です。(平成26年4

月1日施行 )

　解説付きの条例は、市議会ホームページや地区公民館等で、ご

覧いただけます。

　【問い合わせ先】　議会事務局（☎47-1097）
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今 回 の 選 挙 に 投 票 で き る 人

　今回の選挙に投票できる人は、以下の項目すべてに該

当する人です。

◇平成６年２月１０日以前に生まれた人

◇平成２５年１１月１日以前から市内に住民登録をして

　住んでいる人

◇市の選挙人名簿に登録されている人

投票時間は午前７時から午後８時まで

　投票日には、市内１２カ所に投票所が設けられます。

　有権者の皆さんは、入場券に記載されている投票所で

投票してください。

入 場 券 の 再 交 付

　有権者の皆さんには、あらかじめ投票所の入場券を郵

送します。

　入場券を無くした、または届かない場合でも、投票日

に投票所で申し出れば、入場券が再交付され投票するこ

とができます。

投票日に用事のある人は期日前投票を

　投票日に仕事や旅行などで投票所へ行けない人は、２

月３日（告示日の翌日）から２月８日（投票日の前日）

までの間に期日前投票をすることができます。

　期日前投票は、「期日前投票宣誓書」に必要事項を記

入するだけで簡単にできます。

　期日前投票の時間は、午前８時３０分から午後８時ま

でです。

　投票所は市役所分庁舎の選挙管理委員会事務局です。

不 在 者 投 票

　指定された病院や施設に入院・入所中の人は、それぞ

れの病院や施設の長に申し出れば不在者投票をすること

ができます。

　仕事などで境港市以外の市町村に滞在している場合、

投票用紙を境港市選挙管理委員会に請求することで、滞

在先の市町村の選挙管理委員会で投票することができま

す。

選 挙 公 報 を ご 覧 く だ さ い

　候補者の氏名、経歴、政見などを掲載した選挙公報を

投票日の２日前（２月７日）までに各世帯に郵送します。

商店や事業所の責任者へのお願い

　職員や従業員の皆さんが、投票しやすいように、ご配

慮をお願いします。

投票所の変更（第５投票区）

　第５投票区の投票所を、境小学校から境公民館に変更

します。

市議会議員一般選挙は２月９日市議会議員一般選挙は２月９日
　任期満了に伴う境港市議会議員一般選挙を、２月９日（日）に実施します。

　２月２日（日）が立候補の届出日で、投票日前日の２月８日（土）まで、

７日間にわたって選挙運動がおこなわれます。議員定数は１６人です。

　私たち市民にとって一番身近な選挙であり、市の将来を決める大切な選

挙です。

　大切な一票を棄権することなく投票しましょう。

　 ▼問い合わせ先　選挙管理委員会事務局（☎４７－１０８２）

市議会
議員一

般

２ ９ 日

11　平成２６年１月
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０
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。
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市
史
編
さ
ん
室　

小こ

灘な
だ 

浩
ひ
ろ
し

）

栄町海岸

( 植田正治氏撮影 )

栄町海岸道路 ( 現在 )

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜
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　２０歳になった皆さん、成人おめでとうございます。

未成年であった今までとは違い、これからは成年者と

して契約上の責任を負うことになります。

　契約は口約束でも成立し、原則、一度結んだ契約は

勝手にやめることはできません。契約する際は冷静に

考え、必要のないものを勧誘された場合はきっぱり断

りましょう。特に次のトラブルには注意しましょう。

《デート商法》

　出会い系サイトや電話・メールを使って出会いを装

い、巧みな話術で好意を抱かせて商品を販売する商法

です。契約後に行方をくらますケースが多いです。

《アポイントメントセールス》

　「景品が当たったので取りに来て」などと販売目的

を明らかにせず電話などで呼び出し、商品やサービス

を契約するまで帰れない状況にします。

《詐欺的なサクラサイト商法》

　出会い系サイトから届いた「お金をあげる」「有名

タレントの悩みを聞いて」などのメールに返信したこ

とをきっかけに別サイトに誘導され、次々とメール交

換のための高額ポイントを購入させる巧妙な手口で

す。このようなサイトに入ってはいけません。

《インターネット通販》

　インターネット通販は、非対面取引のためトラブル

も多く発生しています。業者の所在地や連絡先、返品

特約について記載があるか等よく確認し、前払いを求

めるサイトの利用は避けるようにしましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

新成人の皆さんへ

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）消費生活相談室（☎ 47 － 1106 FAX 44 － 7957）

140 125消費生活相談室です消費生活相談室です みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
お忘れなく！

市 県 民 税 ４ 期
国 民 健 康 保 険 税 ７ 期
後期高齢者医療保険料７期
介 護 保 険 料 ５ 期
の納期限は

　１月３１日（金）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

冬期の交通事故防止

人権学習地区懇談会

　懇談会は、「思い込み」をテーマに、ゲームをし、

ビデオ視聴をヒントに意見交換をすることで、『人権

について気付き・感じる』という内容としました。

　「思い込み」は誰にもあるもので、未知のものから

身を守るためには必要な面もありますが、一方的に他

の人に自分の考えを押し付けたり、他の人を評価した

りすることは、人権侵害になる場合があります。そう

ならないためには、「思い込み」を緩め、「思いやり」

をもって相手に接することが大切です。

　これからも、より多くの人が参加しやすい懇談会に

していきたいと考えています。どなたも気軽にお出か

けください。

　冬期は、積雪、凍結によるスリップ事故が多発しますので、
次のことに気を付けましょう。
◎出発前の準備
　気象や道路の情報、燃料を確認しましょう。冬用タイヤに交
換し、万一に備え、スコップやタイヤチェーン等を積んでおき
ましょう。
◎走行時の注意事項
　積雪や凍結した道路では、スピードを控え、車間距離を十分
に保ち、急ブレーキ・急ハンドル・急加速など「急」の付く運
転はやめましょう。積雪のない道路でも、橋の上や山間部の日
陰では、部分的に凍結している所がありますので、その手前で
十分に速度を落としましょう。

～「思い込み」から「思いやり」へ ～

　境港市は「一人ひとりの人権が尊重されるまち」の

実現を目指して、「人権学習地区懇談会」を開催して

います。平成24～ 25年度は市内31会場で、延べ

254人の市民の皆さんにご参加いただきました。

13　平成２６年１月
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市
役
所
へ
の
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
の
ど
こ
へ
電
話
を
か
け
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
お

気
軽
に
代
表
番
号
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
用
件
を
お
伺
い
し
、
担
当
部
署

へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

▼
市
役
所
代
表
番
号

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
１
１
１
）

原
子
力
防
災
対
策

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

　

県
が
作
成
し
た
原
子
力
防
災
対
策

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
市
報
に
折
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
は
他
の
災
害
と
異
な

り
「
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
た
め
、
事
前
に
防
護
対
策
の
知

識
な
ど
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
確
認
し
、
原
子
力
防
災
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
に
該
当
す
る
家
屋
で
、
ま
だ
調

査
が
終
了
し
て
い
な
い
場
合
は
、
調

査
員
が
現
地
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
新
築
・
増
築
し
た

　

昨
年
、新
築
・
増
築
し
た
家
屋
（
物

置
・
車
庫
を
含
む
）
は
平
成
26
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

②
家
屋
を
取
り
壊
し
た

　

取
り
壊
し
た
家
屋
は
、
翌
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

③
家
屋
を
用
途
変
更
し
た

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
な
ど
で
住
宅
に

す
る
な
ど
、
用
途
変
更
を
し
た
場
合

は
、
翌
年
度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
住
宅
へ
の
変
更
の
場
合
は
、

住
宅
用
地
の
特
例
で
土
地
の
税
額
が

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局
へ

の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

乳
が
ん
（
集
団
）
検
診

　

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
撮

影
検
査
で
す
。
２
月
末
で
今
年
度
の

が
ん
検
診
は
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

◇
昨
年
度
市
の
乳
が
ん
検
診
を
受
診

　

し
て
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性

◇
無
料
ク
ー
ポ
ン
検
診
対
象
者　

※
対
象
者
に
は
７
月
末
に
受
診
券
ま

た
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

▼
と　

き

◇
１
月
23
日
（
木
）、
31
日
（
金
）、

　

２
月
12
日
（
水
）

　

午
後
１
時
10
分
〜
４
時

◇
１
月
26
日
（
日
）

　

午
前
８
時
40
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員　

各
28
人
（
先
着
順
）

※
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
受
診
券
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン

◇
健
康
手
帳（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

◇
受
診
券
に
記
載
の
お
金

※
お
つ
り
が
な
い
よ
う
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
推
進
課
健
康
推
進
室

　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
・
１
０
４
３
）

市
道
の
路
面
性
状
調
査

　

道
路
舗
装
の
ひ
び
割
れ
状
況
等
の

調
査
を
路
面
性
状
計
測
車
お
よ
び
三

輪
バ
イ
ク
で
行
い
ま
す
。

▼
調
査
場
所　

市
内
全
域

▼
調
査
期
間　

１
月
〜
３
月

▼
調
査
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
調
査
会
社　

㈱
パ
ス
コ

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
土
木
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
１
）

有　

料　

広　

告

畳新畳・表替
・裏返し

中野町－市民体育館横
☎４２－６３７３

足立 畳装飾店

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

計測車、三輪バイク
の外観

境港市民会館ホールの
使用を停止します
　境港市民会館ホールは、現在耐震診断を実

施しているところですが、大地震で倒壊する

危険性が高い箇所があることが判明しました。

　そのため利用者の皆さんの安全性を考え、

１２月１２日（木）をもって使用を停止しま

した。

　利用者の皆さんには大変ご不便、ご迷惑を

おかけしますが、ご理解とご協力をお願いし

ます。

　なお、今後の境港市民会館の在り方につい

ては、市民の皆さんに広く議論いただきなが

ら、慎重に検討していきます。

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係（☎４７－１０９２）

市報さかいみなと　14
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下
水
道
接
続
の
お
願
い

　

公
共
下
水
道
は
生
活
環
境
の
改
善

と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、

速
や
か
に
接
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事

は
、
必
ず
市
が
指
定
し
た
指
定
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
無
利
子
等
の
融
資
】

　

市
で
は
、
く
み
取
り
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
し
た
り
、
浄
化
槽
を
廃

止
し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
際
に
、

無
利
子
や
低
利
子
で
利
用
で
き
る
融

資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
融
資
の
額
は
工
事
代
金
を
上
限
に

10
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
の
間
で

１
万
円
単
位
で
す
。

※
融
資
の
申
し
込
み
は
、
排
水
設
備

工
事
の
申
請
の
と
き
に
指
定
業
者
を

通
じ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
普
及
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
８
）

浄
化
槽
管
理
の
お
願
い

　

管
理
が
不
十
分
な
浄
化
槽
は
、
川

や
海
な
ど
を
汚
し
、
悪
臭
や
害
虫
の

発
生
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
管
理
は
、
法
律
な
ど
で

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

適
正
な
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
保
守
点
検

　

点
検
や
消
毒
剤
補
充
な
ど
、
家
庭

用
浄
化
槽
で
は
、
種
類
に
よ
り
年
に

３
〜
４
回
の
保
守
管
理
が
必
要
で
す
。

※
依
頼
先　

鳥
取
県
の
登
録
を
受
け

た
保
守
点
検
業
者

▼
清　

掃　

浄
化
槽
の
汚
泥
を
毎
年

１
回
以
上
の
抜
き
取
り
が
必
要
で
す
。

※
依
頼
先

◇
オ
キ
イ
清
掃
㈱

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
６
１
１
）

◇
境
港
環
境
事
業
㈱

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
４
７
１
）

▼
法
定
検
査　

浄
化
槽
の
水
質
な
ど
、

毎
年
１
回
の
検
査
が
必
要
で
す
。

※
依
頼
先

（
財
）
鳥
取
県
保
健
事
業
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
39
‐
３
２
８
８
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
普
及
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
８
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

有　

料　

広　

告

～償却資産の申告をしましょう～

種 別 設　　計 測　　量 建　　築 建　　築 設　　計

工 事 名
境港水産加工汚水処理
施設ポンプ場実施設計

業務委託

市道路面性状調査
業務委託

夕日ケ丘公園墓地ト
イレ新築工事（建築）

境港市立第二中学校
校舎解体工事

境地区雨水詳細設計
業務委託

入 札 日 11 月 18 日 11 月 18 日 11 月 19 日 11 月 25 日 11 月 29 日

予定価格 15,330 千円 11,970 千円 15,861 千円 107,553 千円 10,825 千円

落 札 額 10,689 千円 10,500 千円 15,382 千円 105,000 千円 7,625 千円

落 札 率 69.7％ 87.7％ 97.0％ 97.6％ 70.4％

落 札 者
日本上下水道設計㈱
境港出張所

㈱パスコ鳥取営業所 ㈲北野建築工業
リンクス・平田組特定
建設工事共同企業体

㈱荒谷建設コンサル
タント境港事務所

　事業者は、法律により１月１日現在で所有する償却資産の申告が必

要です。（前年中に資産の異動がない場合や、減価償却を終えている

場合、廃業・休業した場合も申告が必要です。）

業　種 対象となる資産

共 　 通
パソコン、エアコン、レジスター、
看板、コピー機など

飲 食 店 接客用家具、厨房設備など

病 　 院 ベッド、手術台、Ｘ線装置など

工 　 場 各種製造設備、受変電設備など

小 売 店 商品陳列ケースなど

建 設 業 ブルドーザー、ポンプなど

理・美容業 理・美容椅子、洗面設備など

漁 　 業 漁船、漁網、無線機など

農 　 業 ビニールハウス、乾燥機など

▼対象となる資産（例） ▼提出する物

　償却資産申告書

※資産に異動がある場合

は、種類別明細書が必要で

す。

▼提出期限

　１月３１日（金）

※課税が適正であるかの判

断のため、実地調査を行う

場合があります。調査の際

はご協力をお願いします。

▼提出・問い合わせ先

　税務課固定資産税係

　　（☎４７－１０１８）

※自動車税の対象となるフォークリフトやトラク　
　ター等は、対象外です。
※耐用年数１年未満または取得価格が１０万円未
　満で、一時に損金算入したものなどは対象外と
　なる可能性があります。

15　平成２６年１月
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清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

　

来
年
度
策
定
す
る
「
第
６
期
境
港

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
１
月
中

旬
に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

今
年
３
月
31
日
現
在
で

65
歳
以
上
の
人

※
要
介
護
３
、４
、５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
を
除
く

▼
提
出
期
限　

２
月
14
日
（
金
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
８
）

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

入
札
参
加
資
格
・
入
札
案
件
公
表

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、
組
合
を
組
織
す
る
市
町

村
（
米
子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
、

大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南

町
、
日
野
町
、
江
府
町
）
の
い
ず
れ

か
で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

入
札
参
加
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
の
入
札
案
件
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

◇
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.to
tto
ri-seib

u
k
o
ik
i.

jp
/▼

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
７
７
２
２
）

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
届
の
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

養
蜂
振
興
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

養
蜂
業
者
だ
け
で
な
く
、
ミ
ツ
バ
チ

を
趣
味
で
飼
育
し
て
い
る
人
も
、
飼

育
状
況
、
飼
育
計
画
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
提
出
先
、
様
式
が
、
昨
年
と
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
様　

式　

県
畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
提
出
先
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.to
tto
ri.

lg
.jp
/6
6
4
5
9
.h
tm

▼
提
出
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
部
総
合
事
務
所
農
林
局
農
林
業

振
興
課　
　
　
（
☎
31
‐
９
６
４
２
） 

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日

◇
大　

人　

５
０
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
０
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日　

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
映
画
上
映
】

「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」

▼
と　

き　

１
月
12
日
（
日
）

①
午
前
10
時
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

３
階
夢
み
な
と
シ
ア
タ
ー

▼
料　

金

　

タ
ワ
ー
入
館
料
の
み
必
要
で
す
。

◇
大　

人　
　

３
０
０
円

◇
小
中
学
生　

１
５
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

有　

料　

広　

告

米子市水道局からのお知らせ

▼問い合わせ先

　米子市水道局給水維持課

　　　　　（☎３２－６１１４）

　冬の時期は、凍結などによる水道管の破

裂などが起こることがあります。もう一度

ご家庭の水道管を点検し冬に備えましょう。

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫
　１月１９日（午前９時～正午）

◎可燃ごみの祝日収集 
≪１月、２月の対象日≫

　１月１３日（月・成人の日）
　２月１１日（火・建国記念の日）
※当日は施設へのごみ持ち込みはで

　きません。
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informationinformation

第　

回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
の
着
ぐ
る
み
た
ち
と
パ
レ
ー

ド
を
し
て
、
リ
ヤ
カ
ー
い
っ
ぱ
い
の

カ
ニ
を
妖
怪
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。　

パ
レ
ー
ド
参
加
者
に
は
、
カ
ニ
と
缶

バ
ッ
チ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

先
着
で
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
と

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、
芸
能
披
露
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
45
分
〜

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前

か
ら
妖
怪
神
社

▼
参
加
申
込
（
先
着
２
０
０
人
）

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で
当
日
午

前
10
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
カ
ニ
水
揚

げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員
会
（
水
産

課
内
）　　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

さ
か
い
み
な
と
中
野
港
漁
村
市

　

沿
岸
漁
業
の
基
地
・
中
野
港
の
周

知
と
魚
食
普
及
を
目
的
に
、
第
９
回

さ
か
い
み
な
と
中
野
港
漁
村
市
を
開

催
し
ま
す
。

▼
内　

容

　

沿
岸
漁
業
者
に
よ
る
鮮
魚
の
直
接

販
売
や
カ
ニ
・
野
菜
販
売
な
ど

▼
と　

き　

１
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
売
切
れ

次
第
終
了
）

▼
と
こ
ろ　

中
野
港
（
鳥
取
県
漁
業

協
同
組
合
境
港
支
所
１
階
）

▼
次
回
の
開
催
予
定

　

第
10
回　

２
月
15
日
（
土
）　

▼
問
い
合
わ
せ
先　

さ
か
い
み
な
と

中
野
港
漁
村
市
実
行
委
員
会
（
水
産

課
内
）　　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

１
月
８
日
（
水
）、２
月
12
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
・
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

　

１
月
31
日
（
金
）、２
月
28
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

人

権

ふ

れ

あ

い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
と　

き　

２
月
16
日
（
日
）

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
展
示
（
午
前
11
時
30
分
〜
）

　

小
・
中
学
生
の
人
権
標
語
・
人
権

　

川
柳
・
ま
ん
が
パ
ネ
ル
ほ
か

◇
バ
ザ
ー
（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後

　

１
時
）

◇
開
会
行
事
（
午
後
１
時
15
分
〜
）

　

ま
つ
ぼ
っ
く
り
太
鼓
演
奏

◇
講
演
会（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）

【
演　

題
】

　

歌
う
説
法
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

※
家
族
や
自
然
な
ど
を
題
材
と
し
た

自
作
曲
を
中
心
に
、
歌
を
ま
じ
え
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

【
講　

師
】

　

南
慧え

昭
し
ょ
う

さ
ん
（
南
陽
山
勝
光
寺
住

職
・
南
こ
う
せ
つ
さ
ん
の
兄
）

※
入
場
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

※
手
話
通
訳
・
託
児
を
行
い
ま
す
。

※
託
児
希
望
の
人
は
、
２
月
12
日

（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
託
児
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ

　

市
内
の
小
・
中
・
高
校
の
金
管
バ

ン
ド
や
吹
奏
楽
部
、
一
般
の
吹
奏
楽

バ
ン
ド
が
迫
力
あ
る
楽
し
い
演
奏
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

上
道
小
学
校
体
育
館

※
会
場
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
自
家
用
車
で
お
越
し
の
人
は
、

市
民
会
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
出　

演　

市
内
の
小
学
生
・
中
高

生
・
さ
か
い
み
な
と
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル

▼
整
理
券
配
布
場
所　

生
涯
学
習
課
、

市
民
会
館
、
公
民
館
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
皆

で
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
家
で
過
ご

す
こ
と
が
多
く
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
た
い
人
な
ど
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
22
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

梅
木
千
賀
子
さ
ん
（
健

康
運
動
指
導
士
）　

▼
そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
推
進
課
健
康
推
進
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

催催  

しし

11

有　

料　

広　

告

南慧昭さん

17　平成２６年１月
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市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
1
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

１
月
７
日
（
火
）
〜
17
日
（
金
）

▼
入
居
抽
選
日　

１
月
21
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

２
月
１
日
（
土
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
（
１
区
画
月
額
千
円
）

が
必
要
で
す
。
２
台
目
以
降
の
駐
車

場
は
自
己
の
責
任
で
団
地
外
に
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　

上
道
団
地
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
７
３
０

０
０
円
）
の
２
戸
に
つ
い
て
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験 

▼
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

▼
受
付
期
限　

１
月
24
日
（
金
）

▼
試
験
日　
　

２
月
１
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
２
４
４
０
）

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

推

進

会

議

委

員

　

市
民
の
行
政
活
動
へ
の
参
加
や
市

民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
の
取
り

組
み
に
対
し
て
助
言
な
ど
を
行
う

「
境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査

の
上
、
抽
選
で
決
定
。

▼
応
募
資
格　

市
内
に
住
ん
で
い
る

満
18
歳
以
上
で
、
平
日
夜
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人
（
年
４
回
程
度
）

▼
任　

期　

今
年
３
月
か
ら
２
年
間

▼
応
募
方
法　

自
己
紹
介
と
応
募
動

機
を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

１
月
31
日
（
金
）
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

FAX 

44
‐
３
０
０
１

Mail

chiikishinkou@
city.sakaim

inato.

lg.jp

農

地

の

借

受

人

　

第
二
中
学
校
北
東
側
に
位
置
す
る

農
地
（
約
１
・
６
㌶
）
の
借
受
人
を

募
集
し
ま
す
。
対
象
農
地
を
３
区
画

に
分
け
、
各
区
画
１
人
の
借
受
人
を

募
集
し
ま
す
。（
重
複
申
し
込
み
可
）

▼
対
象
農
地

▼
区
画
面
積　

①
５
７
８
８
平
方
㍍
、

②
６
５
８
７
平
方
㍍
、
③
４
１
２
４

平
方
㍍

▼
要　

件

◇
境
港
市
内
で
耕
作
し
て
い
る
農
業

　

者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
参
入

　

法
人
で
あ
る
こ
と

◇
境
港
市
農
業
公
社
の
利
用
権
設
定

　

事
業
を
活
用
し
、
区
画
全
体
を
借

　

り
入
れ
る
こ
と

◇
特
産
の
野
菜
（
白
ネ
ギ
な
ど
）
を

　

作
付
け
す
る
こ
と

▼
賃
借
料

　

千
平
方
㍍
あ
た
り
１
万
円

▼
申
込
期
限

　

１
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、「
境

港
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
地
域
の

中
心
と
な
る
経
営
体
と
位
置
付
け
て

い
る
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農
者
を

優
先
に
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
図
面
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
農

地
の
現
状
を
承
知
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
地
調
整
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童

▼
対　

象

　

平
成
26
年
４
月
に
小
学
校
１
年
か

ら
３
年
に
在
学
し
、
就
労
等
で
昼
間

家
庭
に
父
母
等
が
い
な
い
児
童
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

入
会
を
希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に

申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
教
育
委
員
会
お
よ
び

各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

※
現
在
入
会
し
て
い
る
人
も
入
会
申

請
が
必
要
で
す
。

※
先
着
順
で
は
な
く
、
審
査
に
よ
っ

て
決
定
し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場

合
、
待
機
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
教
育
総
務
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
４
）

◇
各
児
童
ク
ラ
ブ
（
左
表
参
照
）

※
夕
日
ヶ
丘
学
童
ク
ラ
ブ
（
民
間
）

は
、
市
の
入
会
基
準
と
異
な
り
ま
す
。

募募  

集集

団地名
夕顔団地

（誠道町 218）
第２夕顔団地
（誠道町 162）

種別 一般 一般

建設年度 平成 5年 昭和 50 年

構造 鉄筋・３階建 鉄筋・４階建

募集住戸 5B 棟 16 号（３階）50 棟 38 号（３階）

間取り等
３ＤＫ

６畳（３）

３ＤＫ

６畳（１）、４．５畳（２）

家賃(円) 20,300 ～ 39,900 11,900 ～ 23,300

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ 渡町 1424（旧こまどり幼稚園） 090-6832-0098

外江児童クラブ 外江町 2179（旧わかまつ幼稚園） 090-5376-8610

境児童クラブ 湊町 27（境小学校内） 090-9412-6543

上道児童クラブ 上道町 3078（上道子ども会館） 090-7509-3145

余子児童クラブ 竹内町 3117（余子小学校内） 080-5615-2905

中浜児童クラブ 小篠津町 450（しらぎく会館内） 090-7374-4020

誠道児童クラブ 誠道町 2062（誠道小学校内） 090-5266-1645

夕日ケ丘学童クラブ 夕日ケ丘 1丁目 66 45-4433
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informationinformation

米
子
市
水
道
事
業
審
議
会
委
員

　

水
道
事
業
の
経
営
等
に
関
す
る
事

項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
応
募
資
格　

満
20
歳
以
上
で
、
米

子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

▼
応
募
方
法 　
「
水
と
私
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
と
、

所
定
の
応
募
申
込
書
を
同
封
の
上
、

米
子
市
水
道
局
計
画
課
窓
口
に
提
出
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

１
月
21
日
（
火
）
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
水
道
局
計
画
課
企
画
調
査

係　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
６
１
１
２
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教

室

・

大

会

【
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
】

▼
対　

象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
お
よ
び
在
勤
者

▼
と　

き　

２
月
２
日
（
日
）

◇
午
前
10
時
〜
正
午

◇
午
後
１
時
〜
３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
大
山
寺

朝
霧
山
荘
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ

ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

▼
講　

師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公

認
指
導
員
、
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協

会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

▼
受
講
料　

２
千
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

◇
ス
キ
ー　
　
　
　

10
人

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

５
人

【
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
】

　

市
民
総
合
体
育
大
会
（
ス
キ
ー
の

部
）、
境
港
市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
、

市
ス
キ
ー
協
会
員

▼
と　

き　

２
月
11
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ

ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
組　

別

◇
小
学
生
の
部
（
男
女
と
も
）

　

４
年
生
以
下
、
５
年
生
以
上

◇
女
子
の
部　

中
学
生
以
上

◇
男
子
の
部　

中
学
生
以
上
〜
19
歳
、

　

20
歳
〜
39
歳
、
40
歳
以
上

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

　

男
子
、
女
子
（
オ
ー
プ
ン
）

【
共
通
事
項
】

▼
申
込
期
限

　

１
月
30
日
（
木
）
午
後
５
時

▼
そ
の
他　

天
候
や
雪
不
足
な
ど
で

中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
ス
キ
ー
協
会
事
務
局　

木
村
さ

ん　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
１
０
９
１
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

両

親

学

級

▼
対　

象

◇
妊
娠
中
の
人
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

◇
子
育
て
を
し
て
い
る
両
親
や
家
族

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

◇
妊
娠
中
に
使
え
る
制
度
に
つ
い
て

◇
沐
浴
指
導

▼
定　

員　

20
組

※
託
児
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

１
月
17
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
推
進
課
健
康
推
進
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

び

さ

い

交

流

会

▼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
絵
か
る
た
あ
そ
び
」

◇
と　

き　

１
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
和
太
鼓
教
室

◇
と　

き　

１
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
１
日
入
園

◇
対　

象　

入
園
予
定
者

◇
と　

き　

１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

聖
心
幼
稚
園

※
毎
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で
園

庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り

　

ひ
ま
わ
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て

出
掛
け
ま
す
。

▼
巡
回
子
育
て
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

◇
と　

き
・
と
こ
ろ

　

１
月
21
日
（
火
）
な
ぎ
さ
会
館

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

お

は

な

し

広

場

▼
絵
本
と
お
話
の
部
屋

　
　
　
（
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
）

◇
と　

き　

毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

◇
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

▼
絵
本
と
紙
芝
居
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
ぎ
さ
会
）

◇
と　

き　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し

会　
　
　
（
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ
）

◇
と　

き　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
親
子
で
絵
本
を
楽
し
む
会

（
境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
）

◇
と　

き　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

≪

お
詫
び
と
訂
正≫

　

市
報
さ
か
い
み
な
と
12
月
号
の
掲

載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◎
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
一
時
集
結
所

一
覧
【
境
地
区
】

（
正
）
元
町　

境
公
民
館

（
誤
）
本
町　

境
公
民
館

◎
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
子
ど
も
わ

い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
」
の
問
い
合
わ

せ
先
電
話
番
号

（
正
）
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３

（
誤
）
０
８
２
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報
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民生委員・児童委員および主任児童委員の一斉改選

　「民生委員・児童委員」および「主任児童委員」が任期満了に伴い改選され、12

月1日に厚生労働大臣から委嘱されました。（任期は平成28年11月30日まで）

　民生委員・児童委員は、民生委員法および児童委員法に定められた職務で、ボラ

ンティアとして、地域や関係する機関との連携をとりながら、担当地区の高齢者や

子育てに関することなどの相談・支援を行っています。

　民生委員・児童委員および主任児童委員の担当地区は次のとおりです。相談内容

や個人の秘密は守られますので、気軽にご相談ください。

地区 担当区域 氏　　名

渡

１区 石 塚 あ さ よ
２区、夕日ケ丘２丁目 松 本 修 司
３、１５区 門 脇 規 矩 子
４、５、６区 松 本 美 紀 枝
７、８、１４区 地 頭 ふ み
９区、１０区 松 本 紀 和 子
１１、１２、１８区 高 梨 眞 美
１６区 池 渕 清 美
１９区 奥 田 雄 祐

主任児童委員
山 岡 睦 美
内 山 博 文

外江

１区 南 田 仁 枝
２区（西） 堀 田 由 喜 美
２区（東） 柏 木 咲 子
３区 早 川 明 美
４、７、８区 浜 田 美 穂 子
５区 岩 本 壽 子
６区 高 梨 美 須 枝
９区（北） 浜 田 脩 吾
９区（南） 森 脇 ま ゆ み
１０区 薮 内 清 志
１１区 高 梨 勝 治
１２区 入 江 都 百 子

主任児童委員
柏 木 好 輝
遠 藤 祐 之

境

昭和町、岬町 権 田 正 雄
花町、東雲町 石 橋 文 夫
入船町、朝日町、東雲町 小 酒 正 明
東本町 足 立 辰 朗
相生町、中町、元町 塩 見 洋 子
相生町、中町、末広町 黒 田 み づ え

日ノ出町、本町、栄町、
松ヶ枝町 渡 辺 は る み

京町 渡 邉 壽 美
明治町 植 田 建 造
明治町、大正町、馬場崎
町（西） 由 木 信 子

馬場崎町（東） 徳 若 峰 子
湊町 足 立 勝 也
弥生町 原 本 み ど り
蓮池町、浜ノ町 渡 辺 恵 美 子
米川町 石 橋　 清

主任児童委員
足 立 芳 枝
堀 田 真 弓

地 区 担当区域 氏　　名

上道

１区、３区（南） 前 田 忠 彦
２区、４区（南） 遠 藤 博 江
３区（北）、５区（南） 壽 美 一 郎
４区（北）、６区 北 野 洋 子
５区（北）、８区（東） 手 島 功 世
７区、上道団地 小 玉 和 枝
８区（西） 徳 尾　 勝

主任児童委員
濵 さ と み
柏 木 香 寿 子

余子

中野町

佐 々 木 憲 子
土 井 邦 子
景 山　 庄
寺 澤　 博

福定町（西） 長 尾 三 枝 子
福定町（東） 小 灘　 浩
竹内町１区 福 井 正 夫
竹内町２区 遠 藤 正 美
竹内町３区 茗 荷 千 枝
竹内町４区 屋 敷　 明
美保町 成 本 幸 一
高松町 武 良 恵 美 子

主任児童委員
景 山 明 子
阿 部 弘 子

誠道

１、２、３、５区 土 田 良 和
６、７区 草 刈 久 美 子
８、１９区、薮田 松 田 勝 子
夕顔 酒 井 利 文

主任児童委員
中 澤 か な 子
永 見 庸 子

中浜

新屋町（西） 佐 々 木 篤 志
新屋町（東） 佐 藤 磨 知 子
小篠津町 遠 藤 美 智 子
麦垣町 浜 田 多 恵 子
財ノ木町（西） 松 本 正 子
財ノ木町（東） 角 　 興
幸神町、佐斐神町 井 田 貞 一
幸神町（２工区） 井 田 昭 司
三軒屋町 永 井　 俊
夕日ケ丘１丁目 山 本 伸 子

主任児童委員
小 笠 原 友 子
倉 岡 三 百 子

【民生委員・児童委員および主任児童委員名簿（敬称略）】

▼問い合わせ先

　福祉課生活支援係

　　  ☎４７－１１２１
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６カ月児健康診査

▼ 1 月 29 日（水）12:45、13:15

　平成 25 年 6 月生まれの乳児

▼ 2 月 26 日（水）12:45、13:15

　平成 25 年 7 月生まれの乳児

１歳６カ月児健康診査

▼ 1 月 16 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 24 年 6 月生まれの幼児

▼ 2 月 13 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 24 年 7 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼ 1 月 30 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 22 年 12 月生まれの幼児

▼ 2 月 27 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 23 年 1 月生まれの幼児

保健相談センターへ

　　　　お越しください

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
2月 18 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

子育て健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会

1月 22 日（水）

10:00 ～ 11:00

９カ月～
１歳６カ月児
と保護者 子育て健康推進課

☎ 47-1042

※母子健康手帳を持参

2 月 18 日（火）
５カ月～
８カ月児
と保護者

カウンセリング 1月 22 日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
子育て健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

今月のげんきちゃん

佐々木 一
かず

真
ま

ちゃん（H25.5.30 生）

　　　 悠
はる

真
ま

ちゃん（H25.5.30 生）

お母さんの弘子さん（中野町）

　受け忘れている検診はありませんか？自分の健康

状態を知ることが健康管理の第一歩です。年に一度

の検診で自分の健康状態を確認しましょう。

　市では各種健診を１月３１日（金）まで、がん検

診を２月２８日（金）まで行っています。対象者に

は受診券の綴りを郵送していますので、今一度、ご

確認ください。

◆検診が無料のチャンス、逃していませんか？

　特定の年齢の人には、検診が無料で受けられる

クーポン券をお送りしています。今年度の検診のみ

無料となりますので、定期的に受けている人も、初

めて受ける人も、ぜひこのお得なチャンスにお受け

ください。

◎対象者（平成 25年 4月 1日現在の年齢）

◇子宮がん検診（20、25、30、35、40 歳の女性）

◇乳がん検診（40、45、50、55、60 歳の女性）

◇大腸がん検診（40、45、50、55、60 歳の男女）

※受診券、クーポン券を紛失した人は、再発行を行

いますので、ご連絡ください。

▼問い合わせ先

　子育て健康推進課（☎４７－１０４１）

保健師の

ちょっと一言

各種健診は１月末、がん検診は２月
末で検診期間が終了です

保健だより保健だより保健だより保健だより

21　平成２６年１月



と　き 催し物名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
大東五郎写真展「奇跡の海」
（～ 3月 30 日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

1 月 9 日（木）
写真展「波

は

涛
とう

を超えて」
（～ 1月 26 日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

無料
（ギャラリーしらかべ）

1月 18 日（土） アナログゲームを楽しむ会
地域子育て支援
センターひまわり

10:00 ～ 11:00
子育て健康推進課
☎ 47 － 1045

無料

1月 18 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無料

1月 19 日（日） 第 20 回ブラスフェスタ in 境港
上道小学校
体 育 館

13:30 ～ 15:45
生涯学習課
☎ 47 － 1093

無料
（要整理券）

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp
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※次回発行は２月５日（水）

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
1月  9 日（木）

2月 13 日（木）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談 第３・５金曜日 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談 第２・４金曜日 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
　子育て健康推進課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

無 料 相 談 会
1月 23 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：17,310 人（＋ 2）
　　女　：18,635 人（－ 16）
　合　計：35,945 人（－ 14）
　世帯数：15,229 世帯（＋ 14）

　※平成 25 年 11 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

催し物スケジュール

くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

市報さかいみなと　22


	表紙
	14.01-02-22

